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平成16年10月８日（金）に棚橋泰文科学技術政策担

当大臣が動物衛生研究所を視察された。今回は本年９

月に大臣に就任されたのを機に、内閣府特命担当大臣

（科学技術政策・食品安全）として、我が国の科学技

術の最先端の研究と、食の安全を守る最前線の研究を

視察することを目的として、高エネルギー加速器研究

機構、宇宙航空研究開発機構筑波宇宙センター、独立

行政法人産業技術総合研究所、に並んで動物衛生研究

所を訪問されたものである。

随行者は千原内閣府大臣秘書官、林内閣府政策統

括官、須江内閣府大臣官房参事官、倉持内閣府政策

統括官付参事官、須藤内閣府参事官補佐、杉浦内閣

府食品安全委員会事務局情報・緊急時対応課長、加

来文部科学省研究振興局研究環境・産業連携課研究

交流管理官（兼）研究交流センター所長であった。対

応者は石毛農林水産省農林水産技術会議事務局研究

総務官をはじめ、動物衛生研究所からは清水所長、谷

口企画調整部長、齋藤総務部長、吉原総合研究防疫

官、志村疫学研究部長、犬丸免疫研究部長、成田生

産病研究部長、廣田安全性研究部長、品川プリオン

病研究センター長、八木研究企画科長であった。ま

た、高病原性鳥インフルエンザ研究については、久

保疫学研究部病性鑑定室長、塚本感染病研究部病原

ウイルス研究室長が、またBSE研究については、横

山プリオン病研究センター病原・感染研究チーム長、

岡田病態解明研究チーム長が対応した。

大臣到着後大会議室において、動物衛生研究所を代

表し清水所長が歓迎挨拶を行った後、動物衛生研究所

の沿革、研究、人員構成について概要を紹介するとと

もに、研究所における研究サポート部門の重要性につ

いて言及した。次いで谷口部長が、高病原性鳥インフ

ルエンザ研究の概要についてその発生から、現在まで

に至る経過について説明した。大臣からは食の安全を

守る最前線で研究・診断を行っている動物衛生研究所

の対応について職員全員に対する感謝と慰労の表明が

あった。その後研究本館電子顕微鏡室および動物衛生

高度研究施設の視察が行われた。

電子顕微鏡室では塚本室長から高病原性鳥インフル

エンザに関する研究の取り組み状況を紹介した後、久

保室長の説明のもと、実際の高病原性鳥インフルエンザ

ウイルスを観察された。大臣からは鳥インフルエンザワク

チンの開発の現状と、ヒトへの感染の可能性についての

質問があった。高度研究施設では品川センター長よりプ

リオン病研究センターの研究概要と、展示パネルを用い

た施設の概要について説明を受けた。その後、品川セ

ンター長、横山チーム長の案内のもと、高度研究施設利

用マニュアルに従って実験着に着替え、高度研究施設特

定管理区域の実験室区域を視察された（表紙写真）。管

理区域内においては施設のバイオセーフティーについて、

また、BSE研究内容と実際の検査方法について説明を

もとに視察された。また感染動物区域で飼育されている

プリオン感染牛を岡田チーム長の案内のもと、窓越しで

はあるものの間近で観察された。大臣からは感染牛の

飼育期間、飼育方法についての質問があった。

この度の訪問では大臣自ら、動物衛生研究に並々な

らぬご興味をお持ちになり、当初、感染動物区域の視

察も希望されていた。訪問時間の都合で施設全体を視

察頂くことはできなかったものの、行動の制限された

施設内で働く職員をご覧になり、強く感銘を受けられ

た様子だった。

最後に、当日直接対応した関係者をはじめ、大臣の

訪問準備のため職員の皆様に多大な協力を頂いた。こ

の場をお借りして感謝申し上げる。

（研究企画科長）
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